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研究の概要（ 200～ 300 字で記入、図 ･グラフ等は使用しないこと。）  

エコツーリズム推進に認証制度がどのような役割を果たし得るかを考察するために、

スウェーデンの認証制度を事例に実証的考察を行った。その結果①認証基準が事業者に

エコツーリズムの理念を示し行動指針となる、②制度が観光者のニーズを反映し、持続

可能性の視点から総合的なツアー体験の質に対するクオリティ・ラベルとなることで、

制度に参入に対するインセンティブを創り出す、③各種教育・啓蒙活動、参入し易い配

慮、現実社会との整合性を保つ努力により事業者のエコツーリズムへの理解と認証制度

への参加を促進するしくみとなる点でエコツーリズム推進に貢献すると言える。以上を

ふまえ、日本での認証制度の今後に向けて七つの点を挙げる。  
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研究成果の概要（図 ･グラフ等は使用しないこと。）  

エコツーリズムとは「自然環境や歴史文化を体験しながら学ぶとともに、その保全にも

責任を持つ観光のあり方（環境省・財団法人日本交通公社 ,  2004）」とされ、今日持続可能

な開発の手段として期待されている観光のあり方についての考え方である。認証制度は、

持続可能な開発の理念を反映した真のエコツーリズムに関する商品を保護、推進するため

の手段として注目されている（ Honey & Rome,  2001； Geitz ,  2001;  Honey & Stewart ,  
2002;  Toth ,  2002;  Font,  2003）。日本においても、 2005 年に NPO 法人日本エコツーリズ

ム協会が「エコツアー推奨制度」としてこのような制度の導入を発表した。今後も成長が

見込まれる観光産業界の持続可能な開発を指向した先進的試みとしてその意義は大きく、

今後の展開は注目に値する。  
エ コ ツ ー リ ズ ム 認 証制 度 の 内 容 は 適 用 対象 地 域 の 社 会 的 状 況に 合 わ せ て 開 発 さ れる 必

要があるが、制度としての基本的な枠組みには共通点が多く、先行事例から学ぶことは多

い。そこで本研究の目的は、エコツーリズムの推進において認証制度がどのような役割を

果たし得るかについて、先行事例の経験を基に考察を行うことである。事例として、①持

続 可 能 な 開 発 の 視 点を 反 映 し た 国 レ ベ ルの エ コ ツ ー リ ズ ム 推進 の 取 り 組 み と し てそ の 経

験から学ぶ意義が大きいこと、②先進国におけるエコツーリズムという点で日本との共通

点があること、の 2 つの理由からスウェーデンのエコツーリズム認証制度 Naturens Bästa
を取り上げる。本研究は、持続可能な開発の手段としての視点から日本のエコツアー推奨

制度の今後の拡充に向けて示唆を与える点で意義を持つ。  
本研究では、第一段階として文献精査によりエコツーリズムの概念の包括性を概観した

上 で エ コ ツ ー リ ズ ムが 持 続 可 能 な 開 発 の手 段 と し て 期 待 さ れる 機 能 を 発 揮 す る ため の 手

段として認証制度に着目し、その基本的な枠組みについて整理した。  
第二段階ではスウェーデンのエコツーリズム認証制度を事例とし、認証制度がエコツー

リズム推進に果たす役割を考察した。まず、スウェーデンの認証制度に関する文献調査を

行った。文献調査によってスウェーデンにおいて持続可能な開発を指向する国家の取り組

みの中でエコツーリズムがどの様に推進されてきたかを整理し、その上でスウェーデンの

エコツーリズム認証制度について、第一段階の文献調査で示した認証制度の枠組みに基づ

いて整理した。  
次に、 Naturens  Bästa 認証制度が持続可能な開発への貢献という視点からどのような

意義を持つかについて、実際の認証取得ツアーへの参加体験および事業者から得た情報を

基に考察を行った。同時にエコツーリズム推進のためには事業者によって正しくエコツー

リズムが理解され、理解に基づいた質の高い商品が開発されることが重要との認識から、

事業者の行動をどう形成するかという視点から認証制度の意義について、認証を取得して

いる 2 事業者 Bitterna Lamn、 Vildmark i  Värmland を事例に考察を行った。  
考察の結果、スウェーデンのエコツーリズム認証制度 Naturens Bästa は、①認証基準

が事業者にエコツーリズムの理念を示し、その実現のための行動の指針を与える持つ点、

②制度が利用者である観光者のニーズを反映し、 3 つの持続可能性の視点から総合的なツ

アー体験の質に対するクオリティ・ラベルとしての性格を持つことで、事業者の制度参入

に対するインセンティブを創り出す点、さらに③各種教育・啓蒙活動、事業者が制度に参

入しやすいような配慮、現実社会との整合性を保つための制度の定期的な見直しにより、

事 業 者 の エ コ ツ ー リズ ム へ の 理 解 と 認 証制 度 へ の 参 加 を 促 進す る し く み と な る 点で エ コ

ツーリズム推進に貢献すると言える。（つづく）  
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研究成果の概要  つづき  

以上の考察をふまえ、日本のエコツーリズム認証制度の今後の拡充に向けて次の点を

挙げる。①認証基準について、曖昧な概念とされているエコツーリズムについての共通

理解を形成し、具体的な行動指針を示す点で大きな意義を持ち得ることを意識し、その

効果を最大限活用すること、②事業者に対する広報活動の強化、③各ステークホルダー

に対する広報戦略の明確化、④他観光セクターとの連携、また行政に対して⑤エコツー

リズム認証制度を持続可能な開発の手段として明確に位置づけ、⑥省庁の壁を越えた取

り組みを促進すること、さらに⑦認証制度への経済的支援を行うこと、の必要性である。 
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